
 

柑芦会 本部 御中 

 

新年、明けましておめでとうございます。 

柑芦会東京支部だよりをお届け致します。 

 

【 ヘッドライン 】 

■東京支部活動の報告 

①観光学部４回生 笠原翔太さん柑芦会の旗とキリマンジャロ登頂に成功 

■本部・他支部活動の報告 

①『和歌山大学経済学部 100年史』の刊行にさいして 

■和歌山大学 ニュース 

⓪次期学長、次期学部長の候補について 

①「地方国立大学改革シンポジウム」を開催します 

②卒業生・修了生の方へのアンケート調査を実施します 

③【岸和田サテライト】1/18（水）第 143回わだい浪切サロンのお知らせ 

④利便性向上へ 和大等でカーシェア実証実験 

■その他お知らせ 

①紀州徳川家シンポジウム −紀州徳川家とその時代− 

②和歌山で世界的なＩＴ人材育成 和大と企業が共同研究講座 

③JRきのくに線で「うみえるマップ」配布 和歌山大の学生グループが作成 

④地元商店街を盛り上げたい 和歌山大生が期間限定カフェ開店 

⑤全国 V9度の神戸弘陵女子野球部が和歌山大と合同練習を実施 

■俳句の会「芦火」 

 



■東京支部活動の報告 

①観光学部４回生 笠原翔太さん柑芦会の旗とにキリマンジャロ登頂に成功 

 観光学部４回生の笠原翔太さんが 12月 22日にキリマンジャロ登頂に成功しました。東京

支部から笠原さんに小旗を託しました。 

----- 

Subject:  登頂報告 

Date:  Thu, 22 Dec 2022 19:13:06 +0300 

From:  笠原将太 

To:  柑芦会東京支部 

草場様 

お疲れ様です！笠原です！ 

この度キリマンジャロ頂上に立ちました！ 

応援ありがとうございます！ 

和歌山大学の旗も持っていきました！ 

心折れそうな時に何度も救われました！ 

本当にありがとうございます！ 

笠原 

----- 

笠原さんへ署名していただいた皆さん、ありがとうございます。 



 

■本部・他支部活動の報告 

①『和歌山大学経済学部 100年史』の刊行にさいして 

和歌山大学経済学部は 1922年の和歌山高等商業学校の設立から 100年目にあたります。これ

を記念して『和歌山大学経済学部 100年史』を刊行する運びとなりました。柑芦会会員の皆様方

には，母校の 100年の歩みを俯瞰する資料として活用していただければ幸いです。予算の都合

から有償での頒布とはなりますが，この機会に是非ともお手元にお置きくだされば光栄に存じま

す。つきましては，購入希望調査を実施いたします。 

お手数ですが以下 URLからアンケートにご協力くだされば幸いです。 

和歌山大学経済学部 学部長 芦田昌也 

▼アンケートフォーム https://forms.office.com/r/fkztRvEStA 

【回答締切】 2023年 1月 31日（火） 23 59 

■和歌山大学 ニュース 

https://c1c.jp/5973/XvaECm/55


⓪次期学長、次期学部長の候補について 

▼詳しくはこちら https://www.wakayama-u.ac.jp/news/2022093000055/ 

▼詳しくはこちら https://www.wakayama-u.ac.jp/news/2022121500076/ 

 

①「地方国立大学改革シンポジウム」を開催します 

「地方創生に資するキラリと光る国立大学の実現」を大きなテーマに掲げ、「地方における新

たな国立大学像」を提起・実践する地方国立大学長をお招きして、地方創生に資するための

新しい取組の共有とともに、取組の条件整備や社会的インパクト評価の在り方について共に

考えます。 地方創生や地域課題の解決に向けた地方国立大学の取り組み等について、興

味・関心がございましたら、ぜひ、ご参加ください。 

【開催日時】令和 5年 1月 23日（月） 13:00 〜 16:30 （開場 12:00） 

【会  場】一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋２丁目１−２ 学術総合センター 2F） 

▼詳しくはこちら https://www.wakayama-u.ac.jp/news/2022120200014/ 

 

②卒業生・修了生の方へのアンケート調査を実施します 

卒業生・修了生の皆さまからのご意見を基に本学の教育の質の向上を図るため、卒業生・修

了生の皆さまを対象とするアンケート調査を行っています。今年度は、平成３０年度に本学を

卒業・修了した皆さまと、令和３年度に本学を卒業・修了した皆さまに下記の通りご案内をお

送りしております。ご協力をよろしくお願いいたします。 

▼詳しくはコチラ https://www.wakayama-u.ac.jp/news/2022122300033/ 

 

③【岸和田サテライト】1/18（水）第 143回わだい浪切サロンのお知らせ 

新型コロナウイルスという新しいウイルスの登場で、生活の中で「免疫」「抗体」などの言葉が

よく聞かれるようになりました。私たちの周りには無数のバクテリアやウイルスがいて、私たち

の体に必ずといっていいほど侵入してきます。しかし、私たちはそう簡単には病気になりませ

ん。 

それは物理的な防御と免疫による防御によって体を外敵から護っているからです。 

今回は、さまざまな物理防御を突破した外敵を最終的に叩いたり、最先端の医薬品として使

われたりしている「抗体」のその実に巧妙なからくりについて、お話しを伺います。 

▼詳しくはコチラ https://www.wakayama-u.ac.jp/news/2022121400048/ 

https://c1c.jp/5973/nUznmk/55
https://c1c.jp/5973/66bE5z/55
https://c1c.jp/5973/GYKtcJ/55
https://c1c.jp/5973/m2YmAB/55
https://c1c.jp/5973/6aJN7d/55


 

④利便性向上へ 和大等でカーシェア実証実験 

トヨタカローラ和歌山㈱は、和歌山大学の学生・教職員を対象に、トヨタコネクティッド㈱の新

たなシェアリングの仕組みを活用した実証実験を開始した。トヨタカローラ和歌山㈱の横山幸

平代表取締役専務は「学生が新たなカーシェアリングという仕組みを通して、中心市街地に

足を運んだり、移動の楽しみを実感したりしてもらえれば」と期待している。 

▼詳しくはコチラ https://www.wakayamashimpo.co.jp/2022/12/20221218_113714.html 

■その他お知らせ 

①紀州徳川家シンポジウム −紀州徳川家とその時代− 

郷土にゆかりが深い偉人を顕彰し、その声価を高めるため、毎年シンポジウムを開催してい

ます。今回は、1619(元和５)年に初代紀州藩主となる徳川頼宣が紀州 55万 5千石に転封し

て成立した紀州徳川家について、御三家の中でも唯一征夷大将軍を輩出した紀州徳川家

が、江戸時代および近代において果たした役割を振り返り、その功績を改めて多くの皆様に

知っていただくためのシンポジウムを開催します。 

日  時  令和 5年 1月 28日（土）13:00（〜16:30）紀州徳川家シンポジウム開催案内 

場  所  明治大学駿河台キャンパス  アカデミーコモン 3階 アカデミーホール 

            （住所：東京都千代田区神田駿河台 1−1） 

内  容  ◇第 1部  演奏「読売日本交響楽団によるアンサンブル」 

        紀州徳川家ゆかりの南葵音楽文庫関連曲 

      ◇第 2部  基調講演 

        【講師】 井沢 元彦 

      ◇第 3部  パネルディスカッション 

        【パネリスト】井沢 元彦、徳川 宜子、山下 茂 

        【コーディネーター】清岡 央 

     ＜司会進行＞須磨 佳津江 

主催・後援 【主催】和歌山県・明治大学 【後援】読売新聞社 

▼詳しくはこちら 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/022100/symposium/d00211159.html 

 

https://c1c.jp/5973/3Xcm2p/55
https://c1c.jp/5973/qSacpX/55


②和歌山で世界的なＩＴ人材育成 和大と企業が共同研究講座 

和歌山大学（和歌山市）とＩＴ企業「クオリティソフト」（本社・白浜町）は、世界をリードする「クラ

ウド人材」を和歌山から輩出しようと、連携して取り組みを進めている。和大としては初となる

「共同研究講座」を、同社とともに設置し、人材育成や技術研究に力を入れている。 

▼詳しくはこちら https://www.agara.co.jp/article/242888 

 

③JR きのくに線で「うみえるマップ」配布 和歌山大の学生グループが作成 

JRきのくに線の海が見える区間や車窓から見える名所をまとめた冊子「うみえるマップ」の配

布が 11月 24日、和歌山県内の JR 主要駅や観光案内所で始まった。発行は紀勢本線活性

化推進協議会、企画・制作は和歌山大学の学生で組織する「きのくに線活性化プロジェクト

（以下、きの活）」。 

きの活は、2019年に JRきのくに線の活性化を通じた地域活性を目的に発足。現在は約 20

人の学生で活動している。2021年の観光列車「WEST EXPRESS（ウエストエクスプレス）銀

河」運行に合わせ、沿線 24市町村で作る同協議会と連携してマップの初版を作成し、車内配

布した。今年はより多くの人に同路線の魅力を知ってもらおうと、追加取材を行いページ数も

増やした冊子を制作した。 

▼詳しくはこちら https://wakayama.keizai.biz/headline/2216/ 

 

④地元商店街を盛り上げたい 和歌山大生が期間限定カフェ開店 

JR 和歌山駅近くのみその商店街に 15、16日、期間限定のカフェが開店する。商店街を盛り

上げようと、まちづくりについて学ぶ大学生が企画、運営。クリスマスを意識した独自のスイー

ツなどを用意して来店を呼びかけている。実施するのは和歌山大学経済学部で中心市街地

の活性化などについて学ぶ足立基浩教授のゼミ生 13人。みその商店街の活性化の活動に

携わっているゼミ生が「若い世代が商店街に入りにくい」と聞き、若者が集まることを目指した

カフェを企画。10月から準備を進めてきた。 

▼詳しくはこちら https://www.asahi.com/articles/ASQDF6RJ3QD2PXLB005.html 

 

⑤全国 V9度の神戸弘陵女子野球部が和歌山大と合同練習を実施 

近畿学生野球連盟に所属する和歌山大硬式野球部と、全国大会で 9度の優勝を誇る女子

高校野球の神戸弘陵学園高校女子硬式野球部が 24日、和歌山県内のグラウンドで合同練

https://c1c.jp/5973/6dX64Z/55
https://c1c.jp/5973/5gv3k3/55
https://c1c.jp/5973/DYVTbE/55


習を行った。 

刺激を受けたのは来春に 3年連続の全日本大学選手権出場を目指す和歌山大の選手も同

じ。合同練習で音頭をとった和歌山大学生コーチの中西さんは高校生が乗ったバスを見送

り、「神戸弘陵の選手を見ていて野球を楽しんでいるという印象が強かった。自分たちもやら

んとあかんという思いがあり、楽しむということを忘れがちになる。楽しむという本質を思い出

す機会になった」と貴重な 1日の感想を語った。 

▼詳しくはこちら 

https://news.yahoo.co.jp/articles/3514df828aa237edaf2a6533086afaa382003526 

■俳句の会「芦火」  

創刊、昭和３８年。会員約２０名が毎月投句、選句。上手下手を問わず俳句を楽しんでいます。紙

と鉛筆と歳時記で、花鳥風月を楽しんでみてはいかがですか？ 

発行人：穂永千秋 様 経済学部 17期 suishin2010@dream.ocn.ne.jp 

「芦火」連絡先：〒669-1133 西宮市東山台 3-41-7 電話：090-9887-2513 

▼詳しくはこちら：https://dousoukai.site/kourokai/category/club/haiku/ 

 

柑芦会東京支部 中川貴照、草場寛 

 

柑芦会東京支部事務局 

e-mail：tokyo@kourokai.org 

和歌山大学経済学部同窓会(柑芦会)FBオフィシャルページ 

https://www.facebook.com/groups/kourokai 

和歌山大学 FB 

https://www.facebook.com/wakayamauniv 

https://c1c.jp/5973/NTgxTC/55
mailto:suishin2010@dream.ocn.ne.jp
https://c1c.jp/5973/XSWTDF/55
mailto:tokyo@kourokai.org
https://www.facebook.com/groups/kourokai
https://www.facebook.com/wakayamauniv


〒160-0023 東京都新宿区西新宿 7-17-14 

新宿シティ源ビル 5Ｆ 柑芦会東京支部宛 

TEL：03-3366-3680（受付：平日 9:00〜18:00、土曜日：9:00〜15:00） 

FAX：03-3369-3469（FAX宛先に柑芦会東京支部宛と記載願います）  

 

※このメールは、HTML形式でお送りしています。インターネットに接続した状態でご覧ください。 

ご利用のメールアプリケーションによっては、画像が正しく表示されない場合があります。 
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